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中谷宇吉郎アーカイブズ推進プロジェクトによる資料整理の進捗状況（中間報告） 
Interim Progress Report: Organizing Research Materials by the Ukichiro Nakaya Archives Task Force 
 

  佐藤 崇範 1） 
SATOH, Takanori 

 
Abstract: This interim report introduces the Ukichiro Nakaya Archives Task Force, a research 
activity funded by the Suntory Foundation and conducted since August 2020. A list of 1,823 
materials was completed in two years by labeling and photographing each unit of material. Our 
next step will be to proceed with the preparation of a finding aids. 
 
 
 中谷宇吉郎アーカイブズ推進プロジェクト（以

下、本プロジェクト）では、実験物理学者・中谷

宇吉郎博士（以下、敬称を略す）が残した研究資

料等を対象として、アーキビストと中谷の研究を

熟知している研究者や資料の利活用に関わる関

係者などが協働して資料整理を実践し、その取り

組みを通してより汎用性の高い研究者資料（研究

ノート、フィールドノート、データシート、論文

の草稿や調査実験関連の映像・画像などといった

研究資料と、日記、書簡などの個人資料を含めた

一次資料等）の整理・管理及び利活用促進につい

て検討することを目的として進めている。 
 本稿では、このプロジェクトの開始にあたって

サントリー文化財団より研究助成いただき、2020
年 8 月より実施してきた研究活動のうち、中谷の

資料整理実践についての概要を、本プロジェクト

の中間報告として紹介する。 
 

1．本プロジェクト開始前までの中谷宇吉郎資料
の来歴 

1-1．没後から 1980年代の状況 
 中谷宇吉郎（1900–1962）が、どのような方針

で自身の研究資料等を整理・管理していたのかは

明らかでないが、北海道大学教授であった 1960
年に、病気療養のために東京の自邸に拠点を移し

た後、研究資料等の整理を行っていたことが知ら

れている。静子夫人は回想の中で、「昭和三十七

年の一月から病状は悪くなる一方でした。中谷は

その中で、整理タンス二つと机を作らせ、それま

での論文や必要書類をきちんと整理し、カードを

つけた引出しにそれぞれ納めました。自分亡き後

も、お弟子の方々が研究をつづけて行けることを

願っての事でした。」1と述べている。 
 1962 年 4 月 11 日中谷が逝去された後、自邸に

残された中谷の研究資料等は静子夫人、ご息女・

中谷芙二子氏によって大切に保管され、没後 60
年を経過した現在まで多くの貴重な資料が残さ

れてきた。また、北海道大学の教授室と実験室に

残された研究資料等については、東晃氏と孫野長

治氏によって直筆原稿と個人的な資料等につい

ては自邸に送付され、それ以外の資料は地球物理

学教室で 30 年以上保管されてきた2。 
 このように、中谷の研究者資料は 1980 年代ま

では、主に自邸と北海道大学地球物理学教室に所

在した。 
1-2．中谷宇吉郎雪の科学館の開館 
 1990 年 8 月、中谷の出身地である加賀市に研

究資料等の一部を提供することが市長とご遺族

の間で決定し3、「中谷宇吉郎雪の科学館」の設立

計画が動き始めたことで、中谷の研究者資料につ

いて網羅的な把握が行われた。自邸の研究者資料

については、1990 年 10 月に（株）CDI が整理す

ることとなり4、1992 年には報告書と目録が作成

された。この目録情報等をもとに自邸に残された

資料の一部が加賀市に寄託された。また、北大に

残されていた研究資料等については、1992 年に

東氏が整理を行い、目録が作成された後、1994 年

3 月に加賀市に搬送された5。 
 1994 年 11 月 1 日、「中谷宇吉郎雪の科学館」

が開館し、自邸および北大から送られた資料であ

るガラス乾板、ノート、書簡等、中谷の研究者資 
料がふんだんに活用された展示が行われている。 
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1-3．中谷宇吉郎記念財団の設立 
 2015 年 5 月 1 日、中谷のご家族や関係者等に

よって、一般財団法人中谷宇吉郎記念財団（以下、

財団）が設立され、主な事業の一つに「中谷宇吉

郎アーカイブの構築」が挙げられた6。これにより、

中谷に関する国内外（東京、ラトビア、ドイツな

ど）での展示やメディア等において、資料の活用

も活発に行われてきた。 
1-4．概要調査の実施とその後の資料調査 
 2017 年 6 月、東京都渋谷区の財団事務所にお

いて、芙二子氏、財団評議員の中谷祐介氏、北大

低温研・元所長の古川義純氏、学習院大大学院人

文科学研究科アーカイブズ学専攻の入澤寿美氏

及び財団事務局の森田菜絵氏の間で、中谷の資料

整理に関する会合がもたれた。会合の結果、入澤

氏の指導のもと、アーカイブズ学専攻の大学院生

である佐藤、山永氏、朱牟田氏によって、まずは

自邸に保管された中谷の研究者資料の全体像を

把握するための概要調査が実施されることとな

った。芙二子氏、森田氏に具体的な対象資料の範

囲を確認したうえで調査計画が練られ、7 月上旬

に調査内容の説明を行った。調査手法としては、

「段階的調査」7の第 1 段階にあたる「初期調査

（全体的調査）」に倣い、資料が保管されている

位置の把握と数量や資料形態の種別の大まかな

確認等を行うこととした。 
 7 月下旬～10 月下旬にかけて計 7 回、主に自

邸の一室の棚に収められていた資料及びケース

等に入れられた資料を対象として概要調査が実

施された。調査者 3 人が、各々担当する棚・ケー

ス等を決め、物理的なまとまり毎にナンバリング

を施したうえで、それぞれの資料概要を調査票に

記述し、収蔵状況を撮影した。それらの情報を取

りまとめ、調査成果として 11 月下旬に財団に提

出した。 
 その後、朱牟田氏は自身の修士論文研究として

継続的に資料調査を実施し、中谷に関連する資料

の所在調査や特定の研究分野に関する資料のキ

ュレーションなどを行った。 
 また、2018～2019 年には古川氏によって、中

谷の研究上、特に重要と思われる資料を対象にア

イテム毎の詳細な調査が行われ、資料の画像と共

に目録が作成された。 

2．助成研究による中谷資料の整理経過 
 2020 年 4 月、2017 年に中谷資料の概要調査に

関わった佐藤と山永氏を中心として、サントリー

文化財団研究助成「学問の未来を拓く」に申請し

た。この助成研究では、自然科学の発展に寄与し

てきた研究者が残した研究者資料に対して、①ア

ーカイブズ学を基礎として資料の整理・管理を行

うことを専門とするアーキビストと当該研究分

野の研究者などが協働して、実践的研究（資料整

理）を行う体制を構築し、アクセス性・利用可能

性の高い検索手段について検討すること、②資料

整理の実践として中谷の自邸所蔵資料を対象と

し、その取り組みを通して研究者資料の適切な整

理・管理と利用促進について一つの方向性を提示

すること、の 2 点を目的とした。 
 この目的を達成するために、研究メンバーは、

佐藤、山永氏に加え、古川氏、入澤氏、中谷祐介

氏、齋藤歩氏、森田氏という、中谷の研究分野に

精通している専門家、アーキビスト、財団関係者

で構成された。 
 同年 7 月に研究助成の対象に採択され、8 月よ

り研究が開始された。しかし、この年の春ごろよ

り顕著となった COVID-19 の流行状況が見通せ

ないため、特に東京の自邸で実施する資料整理作

業は具体的な計画が立てづらい状況が続いた。 
2-1．資料整理の方針 
 COVID-19 の流行の波がある程度収まった同

年 10 月に、佐藤と山永氏で予備調査を実施した。

その結果、2017 年の概要調査で容器に付したラ

ベルから対象とする資料の状況がおおむね把握

可能であることが確認できた。また、2018 年以

降に作成された朱牟田氏及び古川氏によるリス

トの他に、2017 年以前に試みられた資料整理で

残されたリストの存在が確認された。これらは

個々の資料との関係性が不明確なものが少なく

ないため、その有効性についての検討が必要であ

った。 
 このような現状把握を踏まえて具体的な調査

方針について検討を重ね、以下の①～⑤の工程で

作業を進めることとした。 
 

①全ての資料収納容器、収納容器内の袋・フォル

ダ等（以下、大袋）にナンバリング 
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②大袋内の最小単位のまとまり（以下、中袋）ご

とに写真撮影 
③ナンバーと写真をリスト化し、研究メンバー間

で共有 
④把握した資料全体の数量をもとに、内容記述の

精度と研究スケジュールの方針を設定 
⑤整理方針にのっとった資料の記述 
 

 まずは資料のまとまり（容器および容器内の袋

単位）毎にラベリングと撮影を行い、簡便かつ確

実に資料の所在が把握できるよう、資料画像とと

もにリスト化すること（①～③）を、今回の研究

助成で優先的に実施することとした。 
また、この資料整理作業と併せて、過去に作成

された資料リストと今回ナンバリングした資料

との関係性を精査し、アイテム・レベルでの資料

把握の可能性についても調査することとした。 
2-2．資料整理作業の概要 
 資料整理作業は、研究メンバーのうち主に佐藤

（資料のまとまりごとの整理）と山永氏（過去の

目録等の有効性についての精査）が担当し、計 3
回実施した。当初、2020 年 12 月中旬に最初の整

理作業を実施する予定であったが、11 月末頃か

ら首都圏を中心に COVID-19 感染者数が急速に

増加したため、状況が収束するまで整理を延期せ

ざるを得ないと判断した。なお、この段階で研究

助成期間（2020 年 8 月～2021 年 7 月）内に、予

定している資料整理作業を終了することはでき

ないと判断したため、実施期間の 1 年延長を申請

し、当初計画した研究を二年間で完遂することと

した。 
 1 回目の資料整理作業は、COVID-19流行が小

康状態となった 2021 年 3 月 16 日（火）～19 日

（金）に実施した。作業時間は延べ約 28時間で

あり、5名の作業補助者（アーカイブズ学及び科

学史研究を専攻する大学院生等、以下同様）によ

って、1 日 4名・2ペアで作業を行った。 
 2回目の資料整理作業は、2021年7月6日（火）

～9 日（金）に実施したが、佐藤は居住地におけ

る COVID-19 緊急事態宣言のため東京に移動で

きず、急遽、オンラインミーティングツールを利

用したリモート参加で実施することとした。作業

時間は延べ約 28 時間であり、4 名の作業補助者

によって、1 日 3名・1ペア＋1名で作業を行っ

た。 
 3 回目の資料整理作業は、2021 年 10 月 25 日

（月）～29 日（金）に実施した。作業時間は延べ

約 35時間であり、5名の作業補助者によって、1
日 4名・2ペアで作業を行った。 
 なお、各回とも作業の実施にあたっては、

COVID-19 対策として注意点をまとめた書面を

作業者に確認してもらい、かつ参加する当日朝の

体温の報告をお願いした。 
 2022 年 5 月 24 日（火）～27 日（金）には、

これまでの資料整理作業で作成されたリスト及

び資料画像を精査した結果、確認が必要であると

判断した資料に対して、フォローアップ作業を実

施した。 
2-3．資料のまとまり毎の整理 
 全 3 回の資料整理作業で「①全ての資料収納容

器、収納容器内の袋・フォルダ等（大袋）にナン

バリング」及び「②最小単位のまとまり（中袋）

ごとに写真撮影」を完了し、フォローアップ作業

で「③ナンバーと写真をリスト化し、研究メンバ

ー間で共有」するためのクオリティを向上させた。 
 1 回目の作業では、本助成研究で対象とする資

料容器は 71箱であり、大袋は全体で 638袋であ

ることが確認された。各大袋はラベルが明確にわ

かるように写真撮影を行った。また、作業終盤に

は、大袋の中にさらに小さな単位として収納され

ている中袋についても、ナンバリングと写真撮影

を開始した。資料が収納された袋の中には、過去

に実施された資料整理の痕跡（カードやシート等）

が残っており、資料の内容を明示しているものも

多少みられた。そこで、次回以降の調査では、そ

のような情報についても極力記録することとし、

「⑤整理方針にのっとった資料の記述」を実施す

る際の参考情報とすることにした。 
 2 回目の作業では、前回に引き続き中袋に対し

てナンバリングと写真撮影を進めた（全体の約 6
割が完了）。また、過去に実施された資料整理の

カード・シート等についても、ラベルと対応させ

る形で撮影を行った。 
 3 回目の作業では、2 回目の作業後に保存容器

が新たに 8箱確認されたことから、前回の残りの

中袋とともにそれらの資料も対象に加え、ラベリ
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ングと写真撮影を実施した。その結果、全 3 回の

資料整理で 79 箱に含まれる 751 大袋・1072 中

袋の全てについて、必要な作業を完了することが

できた。また、前回同様、過去に実施された資料

整理のカード・シート等についても撮影を行い、

全 3 回の作業の合計で大袋 306件、中袋 438件
（どちらも約 40%）、計 744件の資料袋にカード

やシート等の情報が含まれていることが確認で

きた。 
2-4．過去の目録等の有効性についての精査 
 1 回目の資料整理作業では、研究メンバーの古

川氏と山永氏が、2018 年以降に古川氏によって

作成された資料リストと、今回対象とした資料と

の比較を行い、アイテム・レベルでの資料の把握

ができるか確認作業を進めた。その結果、ほとん

どの資料でアイテム・レベルでの資料の把握が可

能であると判断された。 
 2 回目の資料整理作業では、引き続き古川氏に

よる資料リストと今回ナンバリングした資料と

の確認作業を実施し、292件の資料についてアイ

テム・レベルでの資料の把握ができる状態となっ

た。 
 3 回目の資料整理作業では、2017～2018 年に

かけて朱牟田氏が作成した一部資料のリストと

その際に新たな保存箱に入れて別置された資料

について、山永氏が状況確認を行った。朱牟田氏

のリストと現物の資料を確認した結果、別置保存

箱 10箱内には、リストに含まれる資料がほぼ全

て残っているものの、多少の不一致がみられるこ

とがわかった。 
2-5．研究助成における中谷資料整理の成果と 
今後の展開 

 今回の資料整理作業によって、対象とするすべ

ての「資料のまとまり（大袋・中袋）」について

1,823件のリスト作成・資料画像の撮影を完了し、

作業工程の①～③の作業を実施できた。この

1,823 件のうち、292 件は 2018 年以降、古川氏

によってアイテム・レベルでの記述が行われてお

り、2017 年以前に実施された資料整理の痕跡（カ

ードやシート等）も約 4割で確認している。これ

により、どのような資料がどの収納容器に納めら

れているかおおよそ確認することが可能で、長年、

管理している間に中谷資料のなかに含まれてし

まったと思われる（出所が異なると考えられる）

資料もある程度推定できる状態となった。 
 これらの成果を基に、次の作業工程である「④

把握した資料全体の数量をもとに、内容記述の精

度と研究スケジュールの方針を設定」及び「⑤整

理方針にのっとった資料の記述」へと移行できる

状況が整ったといえる。今後も関係者との調整を

進めながら、引き続き中谷の研究者資料について

整理を進め、利活用も視野に入れた保存・管理が

促進されるよう取り組んでいく。
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